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⃝昭和46年９月14日生
⃝玉川小学校、玉造中学校　卒業
⃝茨城県立鉾田第一高等学校　卒業
⃝東京農業大学　卒業
⃝ＪＡ共済連（約17年勤務後　退会）
⃝元行方市議会議員（１期）
⃝元行方市体育協会　理事長

職歴

⃝行方市長（２期）
⃝行方市社会福祉協議会　会長
⃝行方市観光協会　会長
⃝柔道（五段）
⃝金魚すくい
⃝スポーツ観戦・読書

特技、趣味

現職

鈴木しゅうやプロフィール

　市民の皆さまに信託を賜り、２期目の市政を担わせていただいてから、早や
４年が過ぎようとしております。
　現在、皆さまの格別なるご理解とご協力をいただきながら各種の公約を推進し、
全力で市政運営に取り組んでまいりました。皆さまのご協力に、改めて感謝を
申し上げます。
　さて、平成27年に市民と共に作成した「行方市版総合戦略」を基に、財政
健全化をはじめ、地域資源を活用した産業の振興、きめ細やかな情報発信など、
行方市の将来像である「笑顔で住み続けたいまち、行方」の実現に向けて、まち
づくりを進めてきました。一定の道筋をつけることができましたが、時代と
環境の変化に合わせるべき政策もあります。現在、市民100人委員会を設置し、
皆さまの声を聴き修正作業を行っております。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が、世界各国に感染が拡大し、行方市内に
おいても感染リスクが続いており、収束の兆しが未だ見通せない状況にあります。
早急に、対策を行い、新しい生活様式の社会になりつつあるなかで、これらに
対応した政策が求められております。
　市民の皆さまと共に、このコロナ禍を乗り越えながら、「住みたい」「住み
続けたい」と思えるような政策を実践し、「ひと」に優しく、将来に希望が
もてるまちづくりを目指してまいります。
　共に新しい行方市を創ってまいりましょう。
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⃝通学路や生活道路、排水路の計画的な整備
⃝公共交通網及び広域バス等の拡充
⃝東関東自動車道の早期開通のための活動
⃝定住の促進、移住者の受入れ体制の整備
⃝防犯カメラ等の設置
⃝環境保全の推進

⃝市民協働共創によるまちづくりの推進
⃝デジタル化による市民サービスの向上
⃝市所有の光回線を活用したWi-Fiの整備
⃝新庁舎建設による効率的な行政運営
⃝徹底した事業評価による持続可能な財政運営

未来へ躍進なめがた
安全安心で住みよい持続可能なまちづくり

高質で効率的な行財政運営

⃝新型コロナウイルス感染症対策の強化
⃝ＰＣＲ検査・抗原検査の拡充
⃝周辺医療機関との連携の強化
⃝救急医療体制の再構築
⃝在宅医療の推進

⃝なめがたブランドの構築およびトップセールスの実施
⃝鳥獣被害対策および農地を守る仕組みづくり
⃝地域産業の担い手の確保
⃝官民連携事業による雇用の創出
⃝つくば霞ヶ浦りんりんロード等、
　地域資源を活用した交流人口の拡大

⃝妊娠・出産・子育てにおける切れ目のない支援体制の拡充
⃝フレイル・介護予防施策の充実・高齢者の生きがいづくり
⃝高齢者等の買い物支援事業の充実
⃝ＩＣＴ教育環境の整備
⃝郷土教育の推進

⃝通学路や生活道路、排水路の計画的な整備
⃝公共交通網及び広域バス等の拡充
⃝東関東自動車道の早期開通のための活動
⃝定住の促進、移住者の受入れ体制の整備
⃝防犯カメラ等の設置
⃝環境保全の推進

⃝市民協働共創によるまちづくりの推進
⃝デジタル化による市民サービスの向上
⃝市所有の光回線を活用したWi-Fiの整備
⃝新庁舎建設による効率的な行政運営
⃝徹底した事業評価による持続可能な財政運営

未来へ躍進なめがた
新型コロナウイルス対策および
医療体制の再構築

地域に根差した産業の活性化

少子高齢化対策および教育環境の整備

安全安心で住みよい持続可能なまちづくり

高質で効率的な行財政運営


